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　　　　　　　　　 梅　雨 　前　線

　今年の 梅雨 入りは 北陸地方で6月7日でした。い つ もの 年より早か ったもの の 、なか なか

雨 が 降らず 、本 格 的 な雨 に なったの は 17日か らでした。気象庁では 梅雨 入り・梅雨 明け の

日を後日見なお す の で、 7日とい う日も変更に なる か もしれ ませ ん。

　　さて 、梅雨 は 南の 暖か い 太平洋高気圧と北の 冷たい オ ホー ツク海高気圧との 間に 生ま

れ る 梅雨 前線に よって もたらされ る もの として 知られ て い ます 。この 時期、天気予報で気象

衛星「ひ まわ り」の 画像を見て い る と、梅雨 前線が 形 や 位置を変えなが らも白い 雲 の 帯とし

て 日本 付 近 に あ る ことが わ か ります 。

　ここでは 目をもう少し西の 方まで向け て みましょう。　下の 気象衛星画像では 、東は カ ム

チ ャッカ 半島か ら西は インドまで写って い ます 。その 中で、日本 の 東か ら日本 の 南部を通

り、インドシ ナ 半島の ベトナ ム付 近 までの び て い る 、東西 5000キ ロ以上に もお よぶ 白い 帯

が 梅雨 前線の 雲 です 。その スケ ー ルが 大きい ことが わ か ります 。

　梅雨 前線の 西側では 北が 大陸に なって い ます 。今の 時期、大陸は 暖か い ため 、東側と

違って 南北の 気温の 違い は あ まりあ りませ ん。西側では 前線を境に して 南は 暖か く湿った

空気に お お わ れ 、北は 乾燥して い る の です 。
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　　この 暖か く湿った空気は 熱帯収束帯 (図 の 右下に あ る 雲 の たくさんあ る 領域で、台風

の 生まれ る 場所として 知られ て い ます ）か ら太平洋高気圧の 西の ヘリをまわ って 、そして

インドの 東に あ る ベンガ ル湾か ら南西風として 、運 ば れ て い る もの です 。　日本 に 梅雨 を

もたらす 梅雨 前線が 地球規模の 大気の 運 動に よって つ くられ て い る とい うわ け です 。

　　この 大量に 運 ば れ る 暖か く湿った空気に よって 西日本 では 大雨 に なる ことが あ ります 。

　梅雨前線と大雨

　昨年の 夏は 天候が 不順で、北陸では つ い に 梅雨 明け が あ りませ んでした。そして 、前線

が 新潟か ら日本 海・朝鮮半島に か け て 停滞して い た 8月3日か ら8日に か け て 新潟県を中

心に して 大雨 に なりました。特に 新潟市では 3日か ら4日に か け て 、1時間雨 量で77mm、合

計雨 量が300mmを超える とい う大雨 でした。この ため 新潟市を中心に 15,000戸が 浸水の 被

害に あ い ました。都市に 大雨 が 降る と被害が 大きくなります 。　富山でも 7日の 朝、1時間雨

量55mmの 大雨 が 降り道路の 損壊・冠水の 他、交通に も障害が 出ました。この 時、あ まりの

雨 の 強さに 車の 中か ら前が 見えなか ったことをお ぼ えて い ます 。

　　さて 、ふ つ うの 年の 梅雨 明け は 北陸では 7月20日頃です が 、その 前に 大雨 の 降る ことが

あ ります 。 1982年7月23日～24日に か け 長崎では 一時間雨 量112mm、合計雨 量が500mm

を超える 大雨 に なりました。この 大雨 に よる 洪 水、土砂崩れ ・崖崩れ などに よって 299名もの

方が 亡くなられ ました。

　　また、この 時、長崎市長与 で

記録 した一時間雨 量187mmは

今でも日本 の 記録 に なって い ま

す 。

　これ か らの 時期、強い 雨 が 降

り続くとき、雷鳴や 稲光を見たら

大雨 に なる か もしれ ませ ん。

　そうい うときは 気象の 情報に 十

分注意を払って ください 。

(吉村博儀） 1982年7月23日15時～24日14時の 長崎市での 1時間降水量と合計雨 量の 変化
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